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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

群 論に 関 連 す る解 析 に つ いて ：  

図 形に 対 す る 変換 を 数 学 的に 一 般 化 した 概 念 で ある 「 群 」 は、 科 学 に 幅広 く 応 用 され て い る 。群

の 性質 は 、 線 形変 換 を 通 して 調 べ る こと が で き 、こ の よ う な理 論 は 表 現論 と 呼 ば れて い る 。 フー リ

エ 級数 展 開 を はじ め と す る関 数 の 様 々な 分 解 に は、 表 現 論 的な 背 景 が 存在 す る こ とも 多 く 、 私は こ

れ まで 主 に 複 素領 域 上 の 関数 の 場 合 につ い て 研 究を 行 っ て きて い る 。 本年 度 は 、 対称 領 域 （ およ び

そ れよ り も 対 称性 が 少 し 低い 、 擬 対 称領 域 ） に 焦点 を 当 て て研 究 を 行 った 。「 核 関 数」 と 呼 ば れる 関

数 の積 分 表 示 の一 意 性 と 表現 の 分 類 に関 す る 結 果が 得 ら れ た。 こ れ ら の研 究 成 果 を 2024 年 9 月 に 行

わ れた 「 第  63 回 実 函 数 論・ 函 数 解 析学 合 同 シ ンポ ジ ウ ム 」、 2025 年 1 月 に 鳥 取 で行 わ れ た 「 2024

年 度表 現 論 ワ ーク シ ョ ッ プ」 で 発 表 した 。 こ れ らの 集 会 に おい て 、 自 身と 専 門 分 野が 近 い 研 究者

と 、意 見 交 換 を行 っ た 。 これ に 加 え 、表 現 論 ワ ーク シ ョ ッ プで は 、 統 計や プ ロ グ ラミ ン グ に 関連 す

る 講演 も い く つか 聞 く こ とが で き た 。統 計 と 群 論の 相 互 作 用、 ま た そ の応 用 を 扱 う研 究 者 か らの 研

究 紹介 は 大 変 貴重 で あ り 、表 現 論 の 新し い 応 用 が作 ら れ る 様子 を 感 じ るこ と が 出 来た 。 一 方 、自 身

の 教育 支 援 活 動の 中 で 、 中学 ・ 高 校 生が 統 計 や プロ グ ラ ミ ング を つ か って 研 究 し 、成 果 を ま とめ て

い る姿 を 数 多 く見 た 。 こ れま で 、 群 の概 念 を 紹 介す る 教 材 を考 え て き たが 、 探 求 活動 に お け る問 題

意 識に 上 手 く 合致 す る 、 統計 や プ ロ グラ ミ ン グ の手 法 を い かに 紹 介 す るか 、 と い う問 題 も 見 えて き

た 。こ れ を 今 後の 課 題 と した い 。  

 

教 育支 援 に つ いて ：  

東 京学 芸 大 学 附属 国 際 中 等教 育 学 校 SSH に お け る、 研 究 開 発参 加 者 と して 、 同 校 で開 催 さ れ てい

る 生徒 課 題 研 究コ ン テ ス ト「 ISS チ ャ レ ン ジ」 に 携わ ら せ て いた だ い た 。本 年 度 の 研究 内 容 と して

は 、外 部 連 携 をは じ め と する 、 学 習 支援 体 制 、 およ び そ の 効果 に つ い ての 実 態 の 把握 で あ る 。 2024

年 10 月 に 同 校 で行 わ れ た 「外 部 評 価 会」 で の 助 言指 導 と 、 2025 年 2 月 に行 わ れ た 「最 終 審 査 会」 に

お ける 作 品 審 査、 ま た 2025 年 3 月に 本 学 で 行わ れ た SSH/SGH/WWL 課 題 研 究成 果 発 表 会の 参 加 者 との

意 見交 換 等 の 経験 を 参 考 に、 探 求 活 動の 支 援 に おい て 、 効 果が 高 い と 思わ れ る 方 策に つ い て まと め

た 。探 求 学 習 につ い て は 最近 、 参 考 文献 も 充 実 して き て お り、 こ れ ら の知 見 を 精 査し つ つ 、 学校 お

よ び地 域 の 特 色を 分 析 し 、教 育 支 援 体制 の さ ら なる 充 実 を 図り た い 。  
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